
平成30年 5月22日

6月の土砂災害防止月間にむけて、平成30年5月18日（金）に、魚沼市が取り組んでいる防災教育の一環
として、魚沼市守門中学校の1年生12名に対して、「土砂災害から身を守る」をテーマとして、出前講座を行
いました。

出前講座では、後藤課長が近年日本で起きている土砂災害の事例を紹介し、土砂災害が起きる原因を説
明しました。
土石流、がけ崩れ、地すべりについての実際の映像やリアルなCG動画を用いた説明には、生徒の皆さん
も身を乗り出して見ていました。

新潟県土砂災害警戒情報システムを用いた守門中学校周辺の危険箇所の説明では、自分の家が危険箇
所内に入っている場合、どこに避難するべきか生徒の皆さんに積極的に発言をして頂きました。

「土砂災害の種類を知ることができた」や「身近で土砂災害は起きていないが、いつ起きても大丈夫なよう
に家族で話し合いや準備をしたい」など、12人全員から感想を発表してもらいました。

講義の様子 手をあげる生徒の皆さん

砂防カードと砂防副読本を配布しました


